アッラーがくれたふたつのめ

アッラーはぼくに、ふたつのめをくれました。

きやしょくぶつのキラキラひかるみどりのはっぱや、

よるのくろさとゆきのしろさ、

あかるいにじのいろや、

はいいろのたかいビルに、ちいさなちゃいろいハチをみるために。

アッラーはぼくに、みるためのふたつのめをくれました。

アッラーはぼくに、ふたつのみみをくれました。

だんだんちかづいてくるハチドリのなきごえや、

ゆうがたの、しーんとして、すっきりとしたしずけさ、

こうえんでさんぽしているときの、いぬのうるさいなきごえや、

ぼくのおとうさんのおおきなくしゃみと、ひゅーひゅーいうかぜのおと、

やかんのピーピーいうおとや、ドアのよびりんをきくために。

アッラーはぼくに、きくためのふたつのみみをくれました。

アッラーはぼくに、したをくれました。

つくるのがたのしいチョコレートケーキに、

すっぱいさくらんぼと、あまいブルーベリー、

しおからいチップスに、からいディップや、

いそいぎながらたべるつめたいアイスクリームをあじわえるように。

アッラーはぼくに、あじわうためのしたをくれました。

アッラーはぼくに、はなをくれました。

フェンスのまわりのあまいせんこうのかおりや、おはなのかおり、

くしゃみがでてしまいそうになる、はっぱのもえているにおいや、こしょうのかおり、

まちどおしてくて、ながめているあいだの、おいしいたべもののかおりや、

パンやさんでうられているパンのかおりがかんじられるように。

アッラーはぼくに、においをかぐためのはなをくれました。

アッラーはぼくに、はだをくれました。

ゆびやつまさき、ひじやかかとで、

つるつるすべるせっけんに、べたべたくっつくガム、

ぼくのこねこのやわらかいけに、ざらざらしてくすぐったいした、

きのざらざらしたひょうめんや、ひざのすりきずや、

きずをなおしてくれるおかあさんのてをかんじられるように。

アッラーはぼくに、かんじるためのはだをくれました。

アッラーはぼくに、かんがえるためのあたまと、かずかずのおくりものをくれるアッラーをあいし、かんし

ゃするためのこころと、にっこりわらい、アッラーのことをいつもたたえるためのくちをくれました。

スブハーナッラー！

アッラーにえいこうあれ！

アルハムドゥリッラー！

アッラーにたたえあれ！

アッラーフ・アクバル！

アッラーはいだいなおかた！

